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親子ドキドキわくわく体験「JR福知山駅探検ツアー」 
　実際に車いすやアイマスクを使用して、市民会館から駅までの歩道や、福
知山駅構内を移動体験する「JR福知山駅探検ツアー」を１０月２９日（土）に開
催し、市内から１４組３３人の親子が参加しました。 
　社会福祉協議会の職員から、段差の越え方や、誘導時の声かけの大切さな
ど、高齢者や障害者の不安を取り除きながら安全に誘導する方法を学んだほ
か、駅員の皆さんからは、誰もが使いやすいように考えられた「券売機」や
「手すり」「エレベーター」など駅施設の紹介を受け、みんなが生活しやす
い社会やしくみについて、理解を深めました。 

ひとりひとりが相手の気持ちを考えて心豊かにいきいきと暮らすことができる、 
そんなまち『共に幸せを生きる共生社会  福知山』をめざしましょう 

ひとりひとりが相手の気持ちを考えて心豊かにいきいきと暮らすことができる、 
そんなまち『共に幸せを生きる共生社会  福知山』をめざしましょう 

人権週間特集号 
１２月４日から１２月１０日は人権週間です 
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ひめゆりの塔 

平和の礎 

　
市
内
の
高
校
に
通
う
高
校
生
５
人
が
、
沖
縄
人
権
文
化
体
験
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の

研
修
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
国
内
最
大
の
地
上
戦
の
行
わ
れ
た
沖
縄
を
訪
れ
、
歴
史
や
文

化
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
学
び
、
今
後
自
ら
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
行

動
で
き
る
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
参
加
者
は
、「
沖
縄
の
悲
劇
を
忘
れ
る
と
、
今
の
日
本
の
平
和
を
忘
れ
て
し
ま
う
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
沖
縄
戦
跡
や
米
軍
基
地
、
平
和
祈
念
資
料
館
な
ど
の
見
学
を
と
お
し
て
、
①
平
和
と

人
権
の
尊
さ
　
②
戦
争
と
差
別
の
関
わ
り
　
③
沖
縄
の
持
つ
今
日
的
問
題
な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。 

人材 
育成 

沖
縄
人
権
文
化
体
験
研
修
『
８
月
７
日（
日
）〜
９
日（
火
）』 

『沖縄戦を経験された人の話を聴いたり、
今も基地の問題で悩まれている人の話を聴
いて、沖縄での戦争は、終わったことにし
てはいけないと思いました。だから、私た
ちが沖縄で起こった出来事を、しっかりと
伝えていきたいと思いました。』 

（参加者の感想） 

青少年ピースフォーラム 

フィールドワーク 

　
本
市
の
次
代
を
担
う
中
学
生
・
高
校
生
が
、
被
爆
地
広
島
・
長
崎
で
の
平
和
学
習
に
参
加

し
、
平
和
と
人
権
の
尊
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
「
恒
久
平
和
の
ま
ち
福

知
山
」
を
参
加
者
と
と
も
に
確
か
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
参
加
者
は
、
広
島
・
長
崎
そ
れ
ぞ
れ
の
原
爆
投
下
日
に
開
催
の
平
和
祈
念
式
典
に
参
列
し
ま

し
た
。
ま
た
、
「
長
崎
平
和
学
習
の
旅
」
で
は
、
青
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
、
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
青
少
年
と
一
緒
に
、
平
和
に
つ
い
て
学
習
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

平和 
学習 

広
島
平
和
行
動
『
８
月
５
日（
金
）〜
７
日（
日
）』 

長
崎
平
和
学
習
の
旅
『
８
月
８
日（
月
）〜
１０
日（
水
）』 

『被爆から６６年経った長崎の街はすっか
り復興し、原爆の資料で見た姿からは想像
できないくらいでした。しかし、被爆体験
を語り継げる人が少なくなっている今、私
たちの世代からも平和について語り継いで
いくことが大切だと思いました。』 

（参加者の感想） 

いしじ 

人
権
人
権
と
平
和
平
和
に
つ
い
て
学
ぶ  

― 

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と 

― 
人
権
人
権
と
平
和
平
和
に
つ
い
て
学
ぶ  

― 

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と 

― 
人
権
と
平
和
に
つ
い
て
学
ぶ  

― 

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と 

― 
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長  崎 ～平和な国にするには～ 

●世界をあげて戦争を廃止すること 
●みんな仲良く手を差しのべ違いを受け入れる 
●医療制度を見直し、医学を発達させ治す薬を 
　作る 
●心を許し、相手の意見をきき１人１人意見する 
●この世から核兵器をなくすために非核三原則を 
　世界共通にする 

福知山平和大使・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

　近　藤　誠　実　　　前　村　瑞　希 

　平　野　翔　子　　　塩　見　有　加 

　８月２５日（木）市民会館（内 
記三丁目）で実施した、「人に 
いちばん近いまちづくり人権 
講演会」において、市民のみ 
なさんに学習成果として、平 
和宣言文を発表しました。 

日本から世界へ平和のたすきを！！ 

沖  縄 ～人権を守り、平和であるために～ 

●沖縄戦を忘れない 
●平和な今を楽しく笑顔で生きる 
●日本国憲法第９条を守る 
●沖縄の真実を伝える。過去を塗りかえない隠さ 
　ない 
●人権を尊重する 

うちなー（沖縄）からの歴史のバトンをつなぐ 

人権講演会での報告 

ピースメッセージ 

　世界各国から集まった、被災者の追悼と
平和を願う多くの人から「ピースメッセー
ジ」をいただきました。 
　また、平和に対する自分たちの思いを伝
えることができました。 

ダイ・イン 

　広島に原爆が落とされた８月６日午前８
時１５分に、原爆ドーム周辺の地上に横た
わり、被爆者のことや原爆のことを思いな
がら、すべての核兵器や戦争に対して反対
を訴える行動を行いました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

　奥　　　このみ　　山　口　真由子 

　西　山　　　諒　　江　　　陽　羽 

　宮　本　一　美 

現地での学習の成果を、自分たちそれぞれの『宣言文』にまとめました。

私たちはこれからも、現地で学んだことを生かし自分たちの言葉で 
平和や人権について伝えていきます！！ 

―― 広 島 平 和 行 動 ―― 

■生涯学習課（℡２４‐７０６５・ＦＡＸ２４‐４８８０）　　■人権推進室（℡２４‐７０２２・ＦＡＸ２３‐６５３７） 

私たちはこれからも、現地で学んだことを生かし自分たちの言葉で 
平和や人権について伝えていきます！！ 

私たちはこれからも、現地で学んだことを生かし自分たちの言葉で 
平和や人権について伝えていきます！！ 

こん　　どう　　まさ　　  み　　　　　　 まえ　　むら　　みず　　  き 

ひら　　  の　　しょう　　こ　　　　　　 しお　　  み　　  ゆう　　 か 

つい とう 

おく　　　　　　  　  　   　　　　　  やま　　ぐち　　  ま  ゆ  こ 

にし　　やま　　　　　  りょう　　　　え　　 ざき　　あき　　  は 

みや　　もと　　かず　　  み 
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お互いを知ることからはじめよう！ お互いを知ることからはじめよう！ 
福知山市外国語生活ガイドブック 

　本市で生活するうえでの基本的な情報を英語・
中国語・韓国・朝鮮語・スペイン語・ポルトガル語・
タガログ語で表記したガイドブックを作成し、配
布しています。また、本市のホームページにも掲
載しています。このガイドブックが、外国籍市民
のみなさんと市民のみなさんとの懸け橋になるこ
とを願っています。 

福知山市国際交流ネットワーク会議 

　福知山市国際交流ネットワーク会議は、加盟団体・個人間の相互の連携・協力を図りながら、国
際化の施策を推進するために、国際化に関わるさまざまな活動をされています。 
（国際交流発表会・ホームビジット事業（※）・国際交流ボランティア登録の募集など） 
※福知山で生活されている外国籍市民が市民宅を訪れ、日帰りで共に生活体験を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　昨年度の国際交流発表会の様子。午前中に成美大学主催の「国際交流」をテーマにした講演会が
行われ、午後には発表会を行い、市民と多国籍市民の相互理解と交流が深められました。 
　今年は、１１月２６日（土）午後１時から成美大学（西小谷ケ丘）で行います。 

　今、福知山には約９００人の外国籍の人が
住んでおられます。 
　皆さんはコミュニケーションをとるのに
不安を感じて距離を置いていることはない
でしょうか？ 
　お互いの文化や生活習慣などの違いを認
め合い、同じ地域の住民として共に地域づ
くりをしていこうという考え方が多文化共
生です。 
　同じまちの住人として対等な関係を築き、
人権が尊重される社会づくりを目指しましょ
う。 
　本市では、民間国際交流団体・個人会員
で構成する「福知山市国際交流ネットワー
ク会議（塩見日出勝会長）」と連携し、「世
界の誰もが輝ける福知山」の実現に向け、
外国語生活ガイドブックの発行や国際交流
講座などを開催しています。 
■まちづくり推進課（℡２４‐７０３３・ＦＡＸ２３‐
６５３７） 

しお   み　 ひ　で　かつ 
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あ
る
日
突
然
、
お
子
さ
ん
が
学
校

に
行
く
こ
と
を
し
ぶ
っ
た
り
、
行
け

な
く
な
っ
た
り
し
た
と
き
、
親
は
大

変
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
す
。
し
か

し
、
最
も
苦
し
く
混
乱
し
て
い
る
の

は
お
子
さ
ん
自
身
で
す
。

　

ま
た
、
そ
ん
な
自
分
の
状
態
を
最

も
分
か
っ
て
ほ
し
い
相
手
は
ほ
か
で

も
な
い
親
で
す
。

　

お
子
さ
ん
が
現
実
に
学
校
に
行
け

な
く
な
っ
た
と
き
、
お
子
さ
ん
の
心

を
正
面
か
ら
受
け
止
め
、
孤
独
な
心

を
支
え
な
が
ら
と
も
に
頑
張
る
こ
と

を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
学
校
の
先
生
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

学
校
に
は
、
担
任
の
先
生
や
、
校

長
・
教
頭
先
生
、
保
健
室
の
先
生
、

教
育
相
談
の
先
生
な
ど
多
く
の
先
生

が
お
ら
れ
ま
す
。

　

学
校
は
、
お
子
さ
ん
の
姿
を
最
も

よ
く
観
察
し
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
必
ず
一
緒
に
考
え
て
く
れ
ま
す
。

　

と
に
か
く
信
頼
し
て
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
全
て
の
ス
タ
ー

ト
で
す
。　

外
に
出
る
こ
と
が
可
能

で
あ
れ
ば
「
け
や
き
広
場
」

が
利
用
で
き
ま
す
。

　
「
け
や
き
広
場
」
は
、
学
校
に
登
校

で
き
な
い
小
・
中
学
生
を
、
早
期
に

学
校
に
復
帰
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
施
設
で
す
。
指
導
員
の
指
導
の

も
と
、
自
分
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て

学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
み
、
学

力
や
人
間
関
係
の
作
り
方
な
ど
を
身

に
付
け
、
学
校
復
帰
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、「
け
や
き
広
場
」
の
ほ
か
に

「
教
育
相
談
室
」
も
あ
り
、
専
門
の

相
談
員
が
毎
日
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、

臨
床
心
理
士
も
毎
週
月
・
火
曜
日
に

教
育
相
談
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

■
学
校
教
育
課
（
℡　

‐
７
０
４
０
・

２４

　
　

‐
４
８
８
０
）

ＦＡＸ
２４

お
子
さ

お
子
さ
ん
の
不
登
校

不
登
校
、１
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？ 
お
子
さ

お
子
さ
ん
の
不
登
校

不
登
校
、１
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？ 
お
子
さ
ん
の
不
登
校
、１
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？ 

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
市
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
。

１
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
学
校
の

先
生
、
ま
た
は
「
け
や
き
広
場
」

「
教
育
相
談
室
」
に
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

け
や
き
広
場　
℡　

‐
５
１
１
５

２４

　

教
育
相
談
室　
℡　

‐
３
７
４
９

２４

子
ど
も
が
学
校
に
行
け
な

く
な
っ
た
の
で
す
が
、ど
う

す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

子
ど
も
が
学
校
へ
行
く
の
を

し
ぶ
り
始
め
た
の
で
す
が
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

Q
1

A
1

Q
2

A
2

　

人
権
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
提
起
し
、
本

市
か
ら
は
人
権
施
策
の
取
組
み
を
報
告
し
、
人
権
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
／　

月　

日（
日
）午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

１２

１１

３０

３０

（
開
場：

午
後
１
時
）

と
こ
ろ
／
大
江
町
総
合
会
館
（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
大
江
駅
前
）

内
容
／
①
基
調
講
演

講
師
／ 
上  
田  
正  
昭 
さ
ん
（
財
団
法
人
世
界
人
権
問
題

う
え 

だ 

ま
さ 
あ
き

研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

テ
ー
マ
／
災
害
と
人
権　

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
 
安  
藤  
仁  
介 
さ
ん
（
同
セ
ン

あ
ん 
ど
う 

に 

す
け

タ
ー
所
長
、
副
理
事
長
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

パ
ネ
リ
ス
ト　
 
坂  
元  
茂  
樹 
さ
ん
（
同
セ
ン
タ
ー
研
究

さ
か 
も
と 
し
げ 

き

第
１
部
長
、
神
戸
大
学
大
学
院
教
授
）・
各
研
究
部

長
ほ
か

※
入
場
無
料　

保
育
ル
ー
ム（
予
約
不
要
）・
手
話
通

訳
・
要
約
筆
記
・
赤
外
線
ル
ー
プ
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

■
人
権
推
進
室
（
℡　

‐
７
０
２
２
・　
　

‐
６
５

２４

ＦＡＸ
２３

３
７
）

世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
人
権
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
１ 

人
に
い
ち
ば
ん
近
い
ま
ち
づ
く
り 

　
　
　
　
　
第
３４
回
人
権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い 

「
い
ま
、
ま
、世
界
を
人
権

世
界
を
人
権
の
視
点
か

視
点
か
ら
見
直
す

ら
見
直
す
」 

「
い
ま
、
ま
、世
界
を
人
権

世
界
を
人
権
の
視
点
か

視
点
か
ら
見
直
す

ら
見
直
す
」 

「
い
ま
、世
界
を
人
権
の
視
点
か
ら
見
直
す
」 
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平
成　

年
度
中
に
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
除
く
都
道
府
県
の
児
童
相
談
所

２２

が
対
応
し
た
児
童
虐
待
相
談
は
、
５
万
５
１
５
２
件
で
過
去
最
多
と
な
る
な
ど
、
子

ど
も
に
対
す
る
虐
待
が
深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

虐
待
は
子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け
、
生
命
に
も
深
く
か
か
わ
る
問
題
で
す
。

　

虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、「
正
し
い
知
識
」
と
「
早
期
発
見
」、「
ご
近
所
・
地
域

の
協
力
」
が
必
要
で
す
。

◎
児
童
虐
待
と
は
？

▼
身
体
的
虐
待　

た
た
く
・
け
る
な
ど
の

暴
力
。
外
へ
し
め
出
す
な
ど

▼
ネ
グ
レ
ク
ト（
育
児
放
棄
）　

食
べ
物
を

与
え
な
い
。
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
へ

連
れ
て
行
か
な
い
。
車
や
家
の
中
に
置

き
去
り
に
す
る
な
ど

▼
心
理
的
虐
待　

言
葉
に
よ
る 
脅 
し
。
無

お
ど

視
す
る
。
子
ど
も
の
前
で
家
庭
内
暴
力

な
ど

▼
性
的
虐
待　

子
ど
も
へ
の
性
行
為
。
わ

い
せ
つ
な
行
為
、
ポ
ル
ノ
写
真
の
被
写

体
に
す
る
な
ど

　

子
ど
も
は
、
将
来
を
担
う
社
会
の
宝
で

す
。
私
た
ち
地
域
社
会
で
大
切
に
育
て
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
に
希
望
に
あ
ふ
れ
た
明
る

い
未
来
を
届
け
る
の
は
、
私
た
ち
の
役
目

で
す
。

　

地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
「
虐
待
を

許
さ
な
い
」「
虐
待
を
見
逃
さ
な
い
」「
子

ど
も
を
守
り
育
て
る
」
を
合
言
葉
に
、
子

ど
も
た
ち
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

明
る
い
町
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

「
児
童
虐
待
」を
な
く
す
た
め
に
、私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

「
児
童 
虐  
待 
」を
な
く
す
た
め
に
、私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

ぎ
ゃ
く 

た
い

●虐待は「いつでも」「どこでも」「どんな人でも」

●「何か変だなあ」と思ったら虐待の可能性を考えてみる。

●虐待は、はっきりしないことが多い。しかし、まず一報を。

●「そんなはずはない」と思っても一度は疑ってみる。

●発見の瞬間から援助は始まる。

◎児童虐待を早期発見するための
5つのポイント
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身近な相談窓口

秘密は厳守されます。気軽に相談してください。

■子育て支援課（家庭児童相談室）…………℡２４‐７０６６・ＦＡＸ２２‐９０７３
■学校教育課（教育相談室）………………℡２４‐３７４９・ＦＡＸ２４‐５１３５
■健康推進室（中央保健福祉センター）…℡２３‐２７８８・ＦＡＸ２３‐５９９８
　　　　　　　（東部保健福祉センター）…℡５８‐２０９０・ＦＡＸ５８‐３０１３
　　　　　　　（西部保健福祉センター）…℡３７‐１２３４・ＦＡＸ３７‐１２４３
　　　　　　　（北部保健福祉センター）…℡５６‐２６２０・ＦＡＸ５６‐２０１８
■北部家庭支援センター（福知山児童相談所）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡２２‐３６２３・ＦＡＸ２２‐３７４６
■中丹西保健所福祉室………………………℡２２‐３９０３・ＦＡＸ２２‐４３５０

緊急の場合は迷わず１１０番通報！

１１月は児童虐待防止推進月間です。

“ただ今、オレンジリボン運動を展開中！”
オレンジリボンには、「児童虐待防止」というメッセージが込められています。
オレンジリボンを見たときには、子どもへの虐待防止を思い出してください。

オレンジリボン運動展開中の

１１月２１日（月）、２２日（火）、２３日（水）の夜間

福知山城を「オレンジ色」にライトアップ！

「
虐
待
で
は
？
」と
感
じ
た
ら
、

「
虐
待
で
は
？
」と
感
じ
た
ら
、

迷
わ
ず
一
報
を
！

迷
わ
ず
一
報
を
！

　

本
市
で
の
虐
待
受
理
件
数
は
家
族
や
近
隣

者
・
知
人
か
ら
の
泣
き
声
通
告
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

　
「
本
当
に
虐
待
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
」・

「
告
げ
口
を
し
て
い
る
よ
う
で
気
が
引
け

る
」
な
ど
の
理
由
で
虐
待
に
関
す
る
連
絡
や

通
告
を
た
め
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
連

絡
や
通
告
は
あ
く
ま
で
も
虐
待
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
の
行
為
で
す
。
虐
待
の
悲
劇
か
ら
子

ど
も
や
親
を
守
る
た
め
、
速
や
か
に
身
近
な

相
談
窓
口
に
相
談
・
通
告
し
て
く
だ
さ
い
。
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平成22年度 

（件） 
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　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、夫婦や恋人など親密な関係にあるパートナーか
らの暴力や威圧的な態度のことです。身体的暴力に限らず、精神的、経済的、性的など、あらゆ
る形の暴力があります。 
　ＤＶは、今までは家庭の中のこととして軽視されてきました。また、妻は夫に従うものであり、
家庭を守る妻が家庭内のトラブルを外に出すのは恥とされてきたため、暴力を受けても、それを
表ざたにしにくい状況がありました。相手が夫婦や交際相手だからといって、暴力が正当化され
ることは許されません。ＤＶは重大な人権問題です。 

■人権推進室（℡２４‐７０２２・ＦＡＸ２３‐６５３７） 

ＤＶとは人権侵害であり、犯罪となる行為です 

　このサイクルの中で、暴力は繰り
返され、だんだんエスカレートする
という傾向があります。 
　暴言、自己否定を繰り返されるう
ちに被害者はだんだん逃げる機会や
気力をなくしてしまいます。 
　加害者にコントロールされてしま
い、何が正しくて何が間違っている
のか、判断できなくなっている人も
います。 
　DV被害の深刻化を防ぐためには、
早期の対応が大切です。 

ＤＶのサイクルって？ 

　「児童虐待の防止等に関する法律」においては、児童が同居す
る家庭におけるＤＶは児童虐待であるとされています。 
　たとえ子どもが直接暴力を受けていないとしても、自分の大切
な人が危害を加えられているのを目撃する恐怖や極度のストレス
は、子どもに強い心理的ダメージを与えます。 
　さらに、両親の暴力を見て育った子どもが、暴力によるコミュ
ニケーションを知らず知らずのうちに学習し、DVの加害者や被
害者になってしまうこともあります。 

　毎年、１１月１２日から１１月２５日までは、「女性に対する暴力をなくす運動」期間です。（１１
月２５日は、「女性に対する暴力撤廃国際日」です。）この運動期間をきっかけに、女性に
対する暴力について考え、暴力のない社会づくりをすすめましょう。 

子どもへの影響 「子どものために自分さえがまんすれば…」と思っていませんか？ 

―ＤＶを知ってください― ―ＤＶを知ってください― ―ＤＶを知ってください― 

バクハツ期 

－被害者の気持ち－ 
怖い、怒らせた 
自分が悪い、 

暴力を振るう 
すぐキレる 

イライラ期 

－被害者の気持ち－ 
怖い、びくびく、 
相手の顔色を伺う 

いつもイライラ 
モヤモヤ 

ラブラブ期 

－被害者の気持ち－ 
やっぱり愛されている、 
自分がいないとダメ 
だ、信じよう 

優しくする 

うるさい！ 
だまれ！ 

死ね！ 
殺すぞ！ 

もうしないよ 
愛してるよ 
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　保護命令は、ＤＶ被害者がさらなる暴力により、生命または身体に重大な危害を受けるおそれ
が大きい場合に、申し立てることができます。保護命令には「接近禁止命令」と「退去命令」が
あります。 
　「接近禁止命令」は被害者と被害者の子どもや親族の身辺につきまとい、住居や勤務先に近づ
くことを６カ月間禁止したり、電話、面会、メール、ファクスなどを禁止したりします。 
　「退去命令」は加害者に対して被害者とともに生活する住居から２カ月間、退去を命じます。 
　この命令に違反すると１年以下の懲役または１００万円以下の罰金に処せられます。 

あなたを保護し、支援する制度（保護命令）があります 

　中学生・高校生など恋人同士のあいだで起こ
る暴力を「デートＤＶ」と言います。楽しいは
ずのデートなのに息苦しさや恐怖を感じたら、
それは「デートＤＶ」と言えるでしょう。 
　こんなこと本当は嫌だけど、きらわれたくな
いから「イヤだ」と言えなかったり、独占され
ることは愛されていることだと勘違いしたり「Ｄ
Ｖ」だと気付かず、行為がエスカレートしてい
くことがあります。「相手を大切にすること＝
言いなりになること」ではありません。 
　自分の気持ちも相手の気持ちも大切にできる
関係をつくるために、嫌なことは「イヤだ」と
伝えることが大切です。でもなかなか言えなく
て悩んでしまう時は、誰かに相談しましょう。 

デートＤＶとは？ 

相談窓口はこちら 

女性相談 
女性問題カウンセラーによる面談相談、相談は無料・
要予約 
とき／１１月２４日（木）、１２月１５日（木）、平成２４年１
月１２日（木）、２月９日（木）、３月１日（木）・２２日（木） 
ところ／人権推進室（福知山市役所　２階） 
■予約・問合わせ先／ 
　人権推進室（℡２４‐７０２２・ＦＡＸ２３‐６５３７） 

「デートＤＶ」とは交際相手からの次のような行為です。 

心の電話相談 
男性の臨床心理士による電話相談 
相談は無料・電話代は個人負担 
とき／１１月２６日（土）、平成２４年
１月２８日（土）、３月２４日（土） 
いずれも午後１時～４時 

身体的暴力 
・たたく、ける、髪を
ひっぱる 

・物を投げつける 
・殴るふりをしておどす 
・大切な物を壊される 
・「ブス・バカ・デブ」
などと呼ぶ 

精神的暴力 
・携帯を勝手にチェック
してアドレスを削除さ
れる 

・服装や行動をチェック
したり指示したりする 

・だれとどこにいるのか、
常にしつこく確認する 

・「自分と友だち、どっ
ちが大切？」と言われ、
友だちとも自由に会え
ない 

性的暴力 
・嫌がっているのに性的
行為を強要する 

・避妊に協力しないし、
責任も取らない 

・見たくないのにエッチ
な雑誌や映像を見せら
れる 

・性感染症予防をしない

経済的暴力 
・次々に高額なプレゼン
トを要求される 

・お金を貸しても返して
くれない 

・デート費用をいつも払
わされる 

　被害者の人はもちろん、あなたの周りに
「ＤＶ被害にあっているかもしれない」と
思う人がいたら、相談してください。 

＊相談内容や秘密は固く守ります。 

＊命に危険がある場合は迷わず１１０番して
ください。 

℡２４‐７０２２
福知山市人権推進室
平日午前８時３０分～午後５時１５分

ＤＶ専用電話相談
℡２２‐９９１１

京都府北部家庭支援センター
（福知山児童相談所）
平日午前９時～午後５時

℡２２‐０１１０
福知山警察署生活安全課
２４時間対応
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記憶障害？ 
何度も同じことを聞く 

最近の出来事が思い出せない 

行動や感情の障害？ 
気持ちが沈む 

突然興奮したり、怒り出す 

失行症？ 
道具がうまく使えない 

服をうまく着ることができない 

注意障害？ 
気が散りやすい 
作業にミスが多い 

失語症？ 
なめらかにしゃべれない 
相手の話が理解できない 

高
次
脳
機
能
障
害
を

高
次
脳
機
能
障
害
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 
高
次
脳
機
能
障
害
を

高
次
脳
機
能
障
害
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 
高
次
脳
機
能
障
害
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 

もしかしたら、 
「高次脳機能障害」かもしれません！ 

【高次脳機能障害に関するお問い合わせ・ご相談】 
京都府リハビリテーション支援センター（京都市上京区） 

高次脳機能障害相談専用電話番号　℡075‐221‐2611
◎電話相談　火曜日：午後１時～４時　　木曜日：午前９時～正午 
◎来所相談　木曜日：午後１時～４時（完全予約制、火・木曜日の時間内に電話で必 
　　　　　　ず事前予約を取ってください。） 

■社会福祉課（℡２４‐７０１７・ＦＡＸ２２‐９０７３） 

原因となる主な疾患 

脳挫傷・硬膜下血腫・くも膜下出血・ 

脳梗塞・脳内出血・脳炎など 

病
気
や
事
故
を
し
て
か
ら
、こ
の
よ
う
な
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

こ
う
　
　  

じ
　 

　  

の
う
　
　
　
き
　  

　 

の
う  

　  

し
ょ
う   

　
が
い 

ぞ
ん 

　高次脳機能障害は、交通事故や病気などのため脳の一部に損傷を受け、言語、記憶、注意などの認
知機能に障害が生じ、日常生活や職業などにさまざまな障害をきたしている状態をいいます。 
　高次脳機能障害の多くは、外見からわかりにくく、本人も自覚していないことが多いことから、周囲か
ら理解されにくい状況にあります。 

のう　ざ　しょう　　　こう  まく　か　  けっ  しゅ　　　　　　　　　まく　か　しゅっけつ 

　　　　　 のう  こう   そく　　　 のう  ない  しゅっけつ　　　 のう  えん 

しっ  かん 
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超
高
齢
社
会
（
※
１
）
の
今
、

「
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
」
も
増

え
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
近
年
は
認
知
症
の
高
齢

者
が
増
加
し
、
介
護
の
長
期
化
、

重
度
化
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
的
な
こ
の
傾
向
の
中
で
介
護

疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
よ
る

「
介
護
放
棄
」、「
介
護
殺
人
」、「
心

中
事
件
」
な
ど
痛
ま
し
い
事
件
の

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
こ
と
も
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
に
よ
り
、
家
族
の
介

護
の
負
担
を
軽
減
す
る
な
ど
、
介

護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
し
く
み

と
し
て
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

※
１
…
超
高
齢
社
会
と
は
、
高
齢

化
率
（　

歳
以
上
の
人
口
が
総
人

６５

口
に
占
め
る
割
合
）
が　

％
以
上

２１

の
状
態
を
指
し
ま
す
。本
市
は　

・
２５

　

％
（
平
成　

年
４
月
１
日
）

５３

２３

　

介
護
保
険
は
、
加
齢
に
よ
る
病
気
な
ど

で
要
介
護
状
態
と
な
り
、
入
浴
・
排
せ
つ
・

食
事
な
ど
の
介
護
や
機
能
訓
練
な
ど
が
必

要
な
人
に
対
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
制
度
と
し
て
国
民
の
共
同
連
携
の
理

念
に
も
と
づ
き
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
と
思
わ
れ
た
時

期
が
申
請
時
期
で
す
。

　

介
護
を
必
要
と
す
る
本
人
、
ま
た
は
家

族
・
親
族
、
民
生
委
員
な
ど
が
市
の
窓
口

で
「
要
介
護
認
定
の
申
請
」
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、介
護
保

健
施
設
な
ど
に
も
申
請
を
代
行
し
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
認
定
を
受
け
る
ま
で
の
詳
し
い
流
れ
は
、

申
請
の
際
に
説
明
し
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
課
（
℡　

‐
７
０
１
３
・

２４

　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

要
介
護
認
定
を

要
介
護
認
定
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 
要
介
護
認
定
を

要
介
護
認
定
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 
要
介
護
認
定
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 

ホームヘルプサービス（訪問
介護） 
ホームヘルパーが自宅を訪問。
入浴・排せつなどの身体介護
や日常生活の援助を受けます。 

このほかにも、さまざまな本人の身体状況にあったサービスを利用することができます。 

●在宅を訪問する 
　サービス 

小規模多機能型居宅介護 
認知症対応型通所介護 
認知症対応型共同生活介護 
住み慣れた地域での生活を続
けるため、地域の特性に応じ
たサービスが受けられます。 

●地域密着型サービス 

ディサービス（通所介護） 
施設へ通い、入浴・食事の提
供などの介護サービスや機能
訓練が、日帰りで受けられま
す。 

●施設へ通所する 
　サービス 

＊
い
つ
、
介
護
認
定
を
受
け
れ
ば
い

い
の
？

＊
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
う
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
？

＊
ど
ん
な
手
続
き
を
す
れ
ば
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
？

福知山市包括支援センター　　　　　　　　　在宅介護支援センター　
■中央包括支援センター（市役所内）　　　　　■岩戸ホーム　　　　　　　　　　℡３３‐３１５５・ＦＡＸ３３‐３７２４
　℡２４‐７０７３・ＦＡＸ２２‐９０７３　　　　　　　　　■さくら苑　　　　　　　　　　　℡２２‐２１２０・ＦＡＸ２２‐２３５３
■東部包括支援センター（三和支所内）　　　　■三愛荘　　　　　　　　　　　　℡２３‐３５８０・ＦＡＸ２３‐４０２１
　℡５８‐３０１０・ＦＡＸ５８‐３０１３　　　　　　　　　■サンヒルズ紫豊館　　　　　　　℡３４‐０５５７・ＦＡＸ３４‐０４０４
■西部包括支援センター（夜久野支所内）　　　■ニコニコハウス　　　　　　　　℡３３‐３７７０・ＦＡＸ３３‐２８２０
　℡３７‐１１０８・ＦＡＸ３７‐５００２　　　　　　　　　■ほほえみの里　　　　　　　　　℡２７‐０８００・ＦＡＸ２７‐４１００
■北部包括支援センター（大江支所内）　　　　■三和町在宅介護支援センター　　℡５９‐２０３５・ＦＡＸ５８‐３７３２
　℡５６‐１１０６・ＦＡＸ５６‐２０１８　　　　　　　　　■夜久野町在宅介護支援センター　℡３８‐１０３１・ＦＡＸ３８‐１０３７
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■大江在宅介護支援センター　　　℡５６‐１９８２・ＦＡＸ５６‐１９８３

―― 身 近 な 相 談 窓 口 ――

要
介
護
認
定
に
必
要
な
も
の
は
？

【　

歳
以
上
の
人
】

６５介
護
保
険
被
保
険
者
証

【　

〜　

歳
以
上
で
、老
化
に
伴
う
病
気（
特

４０

６４

定
疾
病
）が
原
因
で
介
護
が
必
要
な
人
】

健
康
保
険
被
保
険
者
証
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ハ
ン
セ
ン
病
と
は
、「
ら
い
菌
」
と
い
う

細
菌
に
よ
る
感
染
症
で
す
。
ら
い
菌
は
、

１
８
７
３
（
明
治
６
）
年
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

ハ
ン
セ
ン
博
士
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、「
ハ
ン
セ
ン
病
」
と
い
う
名
称
で
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ら
い
菌
は
、
と
て
も
感
染
力
が
弱
く
、

乳
幼
児
な
ど
の
免
疫
力
が
弱
い
人
が
感
染

者
と
濃
厚
な
接
触
が
あ
っ
た
と
き
感
染
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
戦
前
の
よ
う
に
栄
養
状

態
の
悪
い
場
合
に
は
じ
め
て
発
病
し
、
現

在
の
私
た
ち
の
よ
う
な
食
生
活
で
は
ほ
と

ん
ど
発
病
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
基
本
的
に
は
皮
膚
病

で
、
皮
膚
の
表
面
に
こ
ぶ
や 
斑  
紋 
な
ど
が

は
ん 
も
ん

生
じ
ま
す
。
ま
た
徐
々
に
知
覚
神
経
や
運

動
神
経
の
障
害
を
引
き
起
こ
し
、
こ
の
た

め
、
手
や
足
な
ど
に
傷
や
火
傷
が
で
き
て

も
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
、
外
見
に
特

徴
的
な
障
害
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
不
治
の
病
と
考
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
１
９
４
３
（
昭
和　

）
１８

年
に
ア
メ
リ
カ
で
「
プ
ロ
ミ
ン
」
と
い
う

薬
が
開
発
さ
れ
、
治
療
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
現
在
で
は
、
リ
フ
ァ
ピ
シ
ン
を
中

心
と
し
た
い
く
つ
か
の
薬
剤
を
併
用
す
る

治
療
法
に
よ
り
完
全
に 
治  
癒 
で
き
る
よ
う

ち 

ゆ

に
な
り
ま
し
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
病
気
の
進
行
に
伴
い
、

手
足
や
鼻
、
目
、
耳
た
ぶ
な
ど
に
、
変
形

や
機
能
障
害
が
起
こ
り
、
外
見
に
変
化
が

生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
病
気
の
原
因
が
判
明
し
て
い
な

い
頃
に
は
、
遺
伝
す
る
病
気
と
思
わ
れ
た

り
、
明
治
以
降
、
患
者
の 
隔  
離 
を
基
本
と

か
く 

り

す
る
政
策
が
と
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
強

い
感
染
力
を
も
っ
た
恐
ろ
し
い
病
気
と
い

う
間
違
っ
た
理
解
が
定
着
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
誤
解
や
偏
見
か
ら
、
療
養
所

の
入
所
者
の
外
出
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
、

さ
ら
に
入
所
者
の
結
婚
の
際
は
、
男
性
は

断
種
手
術
、
女
性
は
妊
娠
す
る
と 
堕  
胎 
を

だ 

た
い

強
制
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

差
別
や
偏
見
は
、
患
者
だ
け
で
な
く
、

そ
の
家
族
に
も
及
び
、
離
婚
や
破
談
、
家

庭
崩
壊
も
起
こ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
る
と
、

家
族
へ
の
迷
惑
を
心
配
し
、
放
浪
の
旅
に

出
る
患
者
も
い
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
１
９
０
７
（
明
治　

）
年

４０

に
「 
癩 
予
防
ニ
関
ス
ル
件
」
が
制
定
さ
れ
、

ら
い

　
日
本
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
は
、
古
く
は
「
ら
い
」
と
呼
ば
れ
、
日
本
書
紀
や
今
昔
物
語
集
に

も
、
そ
の
記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。 

　
ハ
ン
セ
ン
病
は
す
で
に
原
因
が
解
明
さ
れ
、
治
療
法
が
確
立
し
完
治
す
る
病
気
に
も
関
わ
ら
ず
、
い
ま

だ
患
者
や
そ
の
家
族
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
が
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。 

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る 

　
　
　  
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う 

に
　 

ほ
ん  

し
ょ   

き 

こ
ん 

じ
ゃ
く
も
の
が
た
り
し
ゅ
う 

ハンセン病についてあなたが正しいと思うものは？ 

平成２２年度福知山市人権問題に関する意識調査より 

病名について 

■ 知っている　　■ 知らない　　■ 無効・無回答 

発症原因について 

治療について 

■ 細菌感染　　　■ 遺伝性　　■ 原因不明 
■ わからない　　■ 無効・無回答 

■ 完治する　　■ 服薬で症状緩和　　■ 治療できない 
■ わからない　　■ 無効・無回答 

75.7 18.6 5.7

22.3 9.1 57.1

3.3

8.1

16.7 50.9

3.1

21.4 7.8

★
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に
ど
の
よ
う
な

差
別
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
★

★
ハ
ン
セ
ン
病
と
は
、ど
ん
な
病

気
な
の
で
し
ょ
う
か
★
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患
者
の 
隔  
離 
を
基
本
と
す
る
ハ
ン
セ
ン
病

か
く 

り

政
策
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

１
９
３
１
（
昭
和
６
）
年
に
は
、
在
宅

の
患
者
も
強
制
隔
離
の
対
象
と
し
た
「 
癩 らい

予
防
法
」
が
制
定
さ
れ
、
ハ
ン
セ
ン
病
絶

滅
政
策
の
も
と
、
全
国
に
国
立
療
養
所
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
４
３
（
昭
和　

）
年
に
は
ア
メ
リ

１８

カ
で
治
療
薬
プ
ロ
ミ
ン
の
効
果
が
確
認
さ

れ
、
日
本
国
内
で
も
１
９
４
７
（
昭
和　

）
２２

年
に
は
プ
ロ
ミ
ン
が
使
用
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
１
９
５
３
（
昭
和　

）
２８

年
に
制
定
さ
れ
た
「
ら
い
予
防
法
」
で
は
、

さ
ら
に
患
者
の
隔
離
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
ら
い
予
防
法
」
が
廃
止
さ
れ
た

の
は
、
制
定
か
ら　

年
経
っ
た
１
９
９
６

４３

（
平
成
８
）
年
で
し
た
。

　

全
国
に
は
療
養
所
で
療
養
生
活
を
送
っ

て
い
る
人
が
約
２
５
０
０
人
お
ら
れ
ま
す
。

療
養
所
入
所
者
の
大
半
は
、
す
で
に
治
癒

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
高
齢
化
や
後

遺
症
に
よ
る
障
害
、
長
期
に
わ
た
る
隔
離

政
策
の
た
め
、
社
会
復
帰
が
困
難
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
復
帰
し
た
方
や
そ
の
家
族

に
対
し
て
も
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
無

理
解
か
ら
未
だ
差
別
や
偏
見
が
あ
り
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
病
気
で
あ
っ
て
も
、
病
気

を
患
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
人
が
差
別
さ
れ

る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
、
正
し
く
理
解

し
、
間
違
っ
た
知
識
や
誤
解
か
ら
生
じ
て

い
る
差
別
や
偏
見
を
な
く
し
、
誰
も
が
幸

せ
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

日常生活のそれぞれの場面において、相手がハンセ 
ン病回復者やその家族の場合、あなたはどう思いま 
すか？ 

平成２２年度福知山市人権問題に関する意識調査より 

■ 気にならない　　■ 少し不安　　■ 抵抗感がある 

■ わからない　　　■ 無効・無回答 

結婚の相手 

職場の同僚 

友達や恋人 

サークル等 
の仲間 

地域や近所 
の人 

4.4

20.8 36.8 28.5 9.4

22.6 23.4 12.4 29.5 11.9

13.3 24.6 21.0 28.8 12.1

26.9 21.7 10.1 29.2 11.9

30.2 20.4 8.9 29.7 10.7

★
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
★

２００３（平成１５）年　熊本県
ハンセン病回復者の宿泊拒否事件

　熊本県が計画していた「ふるさと訪問事業」

で、県内のホテルがハンセン病回復者である

ことを理由に入所者の宿泊を拒否する事件が

起きました。また、ホテル側の入所者に対す

る形式的な謝罪を巡る経過では、全国からホ

テルの対応への避難だけでなく、入所者に対

する非難・中傷の電話や手紙も相次ぎました。

沖縄人権文化体験研修（→特２ページの関連記事もご覧ください）

　本市では、この夏も高校生が沖縄を訪れ、第二次世

界大戦で地上戦が行われ、たくさんの悲劇を生んだ歴

史とともに、 国  立  療  養  所  沖  縄  愛  楽  園 を訪問し、ハンセ
こく りつ りょう よう しょ おき なわ あい らく えん

ン病についても学びました。（右写真）

　また、夜久野中学校では、１２年間、岡山県の 国  立  療 
こく りつ りょう

 養  所  長  島  愛  生  園 を訪問し、学習を続けられています。
よう しょ なが しま あい いく えん
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明
治
時
代
に
な
り
、
身
分
制
度
が
廃
止

さ
れ
、
誰
も
が
結
婚
や
仕
事
、
住
居
を
自

由
に
選
ぶ
こ
と
の
で
き
る
社
会
に
な
り
ま

し
た
。

　

事
実
、
多
く
の
人
が
過
去
の
身
分
や
出

身
地
・
地
域
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

好
き
な
人
と
結
婚
を
し
、
自
分
の
住
み
た

い
と
こ
ろ
に
居
住
し
て
い
ま
す
。
企
業
に

お
い
て
も
従
業
員
の
採
用
時
に
、
適
性
や

能
力
に
基
づ
く
公
正
な
選
考
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
い
ま
だ
に
、
過

去
の
身
分
や
出
身
地
・
地
域
を
気
に
し
て
、

結
婚
や
就
職
に
お
い
て
、
本
人
に
直
接
聞

く
の
で
は
な
く
、
近
所
の
人
に
聞
き
合
わ

せ
を
し
た
り
、
興
信
所
に
調
査
を
依
頼
し

た
り
、
住
居
を
探
す
と
き
に
同
和
地
区
で

あ
る
の
か
、
同
和
地
区
の
小
学
校
区
で
あ

る
か
を
調
べ
る
人
が
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
和
地
区
を
ひ
と
く
く
り
に
し

て
、
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
植
え
つ
け
る
予
断

や
偏
見
に
基
づ
く
噂
話
を
す
る
人
や
、
学

校
や
仕
事
で
、
特
別
な
支
援
が
現
在
も
あ

る
と
間
違
っ
た
こ
と
を
教
え
る
人
が
い
ま

す
。

　

過
去
の
歴
史
の
中
で
つ
く
ら
れ
、
す
で

に
廃
止
し
た
身
分
制
度
に
今
な
お
と
ら
わ

れ
、
出
身
地
や
地
域
を
気
に
し
て
、
避
け

た
り
、
関
わ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

間
違
い
で
あ
る
こ
と
を
、
す
べ
て
の
人
に

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

一
生
を
左
右
す
る
結
婚
や
従
業
員
の
採

用
・
住
居
に
つ
い
て
、
過
去
の
身
分
に
し

ば
ら
れ
て
、
人
や
土
地
を
評
価
す
る
こ
と

は
、
大
切
な
伴
侶
・
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る

べ
き
人
を
失
い
、
優
秀
な
従
業
員
を
失
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
共
に
幸
せ
を

実
感
す
る
住
み
や
す
い
住
ま
い
を
、
自
ら

が
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
差
別
と
は
、
差
別
を
受
け
る

人
だ
け
で
な
く
、
差
別
す
る
人
も
、
お
互

い
が
不
幸
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
江
戸
時
代
ま
で
の
歴
史
の
中
で
作
ら
れ
た
身
分
に
よ
り
、
い
ま
も
特
定
の
地
域
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を

理
由
に
、
結
婚
や
就
職
で
不
利
益
な
扱
い
を
受
け
た
り
、
差
別
的
な
発
言
が
な
さ
れ
る
人
権
問
題
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
問
題
を
「
同
和
問
題
」
「
部
落
差
別
」
と
い
い
、
そ
の
地
域
を
「
同
和
地
区
」
「
被
差
別
部

落
」
な
ど
と
い
い
ま
す
。 

身
元
調
査
・
土
地
差
別
調
査
を 

　
　
　  
な
く
し
て
い
く
た
め
に 

★
身
元
調
査
や
土
地
差
別
調
査
は
、

な
ぜ
行
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
★

★
同
和
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
★

「
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
見
逃
さ
な
い
」

身
元
調
査
お
断
り
運
動
を
通
し
、
結
婚

差
別
と
就
職
差
別
、
土
地
差
別
を
許
さ

な
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

同
和
地
区
に
つ
い
て
、
悪
い
イ
メ
ー
ジ

を
植
え
つ
け
る
噂
話
や
、
特
別
な
支
援

が
あ
る
と
間
違
っ
て
理
解
し
て
い
る
人

に
、
正
し
い
理
解
を
広
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

身元調査お断り運動 し な い さ せ な い 見 逃 さ な い 

　本市では、公民館、ＰＴＡ、子ども会、
婦人会などの代表で組織する社会人権教育
推進委員会が中心となって、「身元調査お
断り運動」の実践に取り組んでいます。 
　左のステッカーは、生涯学習課（℡２４
‐７０６５・ＦＡＸ２４‐４８８０）で１枚２０円で販売
しています。 
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本
市
で
は
、「
共
に
幸
せ
を
生
き

る
」
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

人
権
講
演
会
な
ど
を
行
い
、
人
権

の
正
し
い
理
解
を
皆
さ
ん
に
訴
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
の
尊
厳

が
侵
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
一
人
ひ

と
り
が
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
差
別
の
な

い
誰
も
が
生
き
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

学
校
・
地
域
公
民
館
を
中
心
に

開
催
す
る
「
共
に
幸
せ
を
生
き
る

ま
ち
づ
く
り
人
権
講
座
」
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、

「
わ
か
り
や
す
く
」「
楽
し
く
」
学

ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

共
に
幸
せ
幸
せ
を
生
き

を
生
き
る
ま
ち

る
ま
ち
づ
く
り
く
り
人
権
講
座

人
権
講
座 
共
に
幸
せ
幸
せ
を
生
き

を
生
き
る
ま
ち

る
ま
ち
づ
く
り
く
り
人
権
講
座

人
権
講
座 
共
に
幸
せ
を
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
人
権
講
座 

開催場所講　　師テーマ開催日

庵我会館 金 　 敏  光 さん
キム クァン ミン

東日本大震災時の国際交流と日本の未来１２／１（木）

菟原小学校 岸  上 　 稔 ・ 昌  弘 さん
きし がみ みのる まさ ひろ

こころ　ぽかぽか　お話とピアノコンサート１２／１（木）

有仁小学校 山  崎  清  秀 さん
やま さき きよ ひで

盲導犬と目に障害のある人への理解と支援１２／１（木）

美河小学校 近  藤  麻  友  美 さん
こん どう ま ゆ み

当たり前の感謝～障害とともにありのまま生きる～１２／２（金）

金谷小学校 米  谷  由  起  子 さん
まい や ゆ き こ

大人も子も自信が高まる親子レクリエーション１２／３（土）

遷喬小学校 尾  角  光  美 さん
お かく てる み

「母の日」の子ども達からのメッセージ１２／３（土）

昭和小学校 栗  木 　 剛 さん
くり き つよし

子どもも親も元気になるコミュニケーション１２／６（火）

修斉小学校 竹  下  郁  代 さん
たけ した ふみ よ

子育てを楽しむ小さな魔法－スター・ペアレンティング－１２／６（火）

細見小学校ペリファさん韓国音楽の演奏・踊りと多文化共生のお話１２／６（火）

金山教育集会所 本  江  優  子 さん
もと え ゆう こ

自分らしくあるために…生きるを考える１２／８（木）

成仁小学校 栗  木 　 剛 さん
くり き つよし

親の気持ちがわからない子ども　子の気持ちがわからない親１２／９（金）

■お住まいの地域に関係なく、誰でもどこでも参加いただけます。
■予約不要・参加無料です。

【直近の講座スケジュール】

　このほかにも、たくさんの講師をお招きし、講演会を開催する予定です。詳しいお
問い合わせは、生涯学習課（℡２４‐７０６５・ＦＡＸ２４‐４８８０）まで

東日本大震災から学んだこと 東日本大震災から学んだこと 東日本大震災から学んだこと 
　３月１１日に発生した東日本大震災は、各
地に甚大な被害をもたらしました。 
　被災地の復興が少しずつ進むなか、多くの
問題が発生していることがこれまでに指摘さ
れています。 
　新聞やテレビ、ラジオなどで取り上げられ
ているように、福島原発の放射能汚染による
さまざまな風評被害が起きました。法務省か
らは４月に緊急のメッセージが出され、根拠
のない思い込みや偏見で差別することは人権
侵害につながることを訴えかけています。そ
の中で、原発事故の起きた福島県からの避難
者がホテルで宿泊を拒否されたり、ガソリン
の給油を拒否されたりといったことのほか、
小学生が避難先の学校でいじめにあったとい
う事案について述べられています。放射能汚

染に対する危機意識をもつことはもちろん大
切ですが、正確な情報による冷静な判断で行
動をするとともに、相手の立場に立った対応
をする必要があります。 
　しかし、そのような問題が起こっている一
方で、震災後、日本全国から被災地で困って
いる人々にさまざまな支援が行われています。
本市でも阪神淡路大震災での経験を経て、義
援金の寄付、震災ボランティア活動、被災さ
れた人の受け入れをするといったような支援
の輪が広がっています。これは人を大切にす
るという気持ちがみなさんの間に根付いてき
ている表れではないでしょうか。非常時にこ
そお互いを認めあい、助け合うという人権を
尊重する姿勢を大切にしたいものです。 
■人権推進室（℡２４‐７０２２・ＦＡＸ２３‐６５３７） 
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　平成２２年８月に実施しました「福知山市人権問題に関する意識調査」では、たくさんのみなさ
んにご協力いただきました。ご協力いただきました皆様に厚くお礼申し上げます。

　詳細な調査結果につきましては、福知山市のホームページに掲載していますので、ＷＥＢ上
より、調査結果の閲覧やデータのダウンロードが可能です。
　ぜひご活用ください。

人権に関する意識調査へのご協力のお礼

平成平成 2323年度人権標語応募作品年度人権標語応募作品

　今年の夏に募集した「人権と平和に関する標語」に、児童・生徒の部　５，９８６点、一般の部　２，１６７点
の作品を応募いただきました。
　作品をとおして、お互いの人権の尊重と平和の大切さを考え、「人権尊重の輪」を広めましょう。

児童・生徒の部
思いやり　人から人への　おくりもの

（下六人部小学校　２年生）
あさおきて　かぞくみんなで　あさごはん

（美河小学校　２年生）
男子だから　女子だから
　　できないことはないんだよ

（修斉小学校　３年生）
心はね　とってもだいじな　からだの一部

（金谷小学校　３年生）
なみだはね　うれしいときに　ながしたい

（菟原小学校　３年生）
考えよう　相手の心　自分の言葉

（大正小学校　５年生）
やさしさが広がるといいな　みんなにね

（佐賀小学校　５年生）

東北の　みんなに笑顔　とどけよう
（細見小学校　５年生）

つなごうよ　世界の人と　心の手を
（昭和小学校　６年生）

同じだよ　あなたと私の　大切さ
（修斉小学校　６年生）

咲かせよう　笑顔の花を　満開に
（中六人部小学校　６年生）

兵器より美しき花を世界へと
（夜久野中学校　２年生）

一般の部
個性が光る　自由な社会
　　一人一人が輝く　未来をめざそう

（修斉小学校保護者）
あたたかい　言葉で育つ　子の心

（菟原小学校保護者）

調査の概要

調査対象者：市内在住の２０歳以上の男女

調査対象者数：３，２００人（H２２．５．３１時点対象人口　６６，２１５人）

調査票配布数：２，９２７人（対象者数に対する割合　９１．４％）

調査票回収数：２，０４３件（配布数に対する割合　６９．８％）

調査のテーマ：人権に関する基本的な内容、保護・救済、教育・啓発、身元調査、障害のあ

る人の人権問題、子どもの人権問題、高齢者の人権問題、感染症患者などの

人権問題、同和問題、外国籍の人の人権問題、情報化社会に関する人権問題、

自殺に関する人権問題

■生涯学習課（℡２４‐７０６５　ＦＡＸ２４‐４８８０）


